
令和７年度 第４回 グループホーム鈴の家 運営推進会議 議事録 

日時：令和７年１１月３０日(日) １０：００～１０：３０ 

場所：グループホーム鈴の家 

田原町自治会長 出路・田原町民生委員 地域包括支援センターいなえ  

田口 様 〇 北村 様 ○ 馬渕 様 ○ 

グループホーム鈴の家・入居者ご家族・その他 

I 様 ○ I 様 ○     

グループホーム鈴の家・入居者 

A 様 ○ B 様  ○ C 様 ○ D 様 ○ 

E 様 ○ F 様 ○ G 様 ○ H 様 ○ 

   

代表取締役 通所系サービス部長 管理者 計画作成担当者 

鈴木 則成 〇 金戸 保之 ○ 吉田 恵美里 × 堀江 一美 ○ 

介護職員 

根本 全代 × 藤田 智美 〇 林 樹音 ×  × 

吉田 和代 × 藤村 弥生 × 阪東 千香子 × 辻 邦子 〇 

 

１．挨拶・運営推進会議開催にあたって（鈴木） 

 

２．参加者紹介 

 

３．議題 

・活動報告について（藤田） 

９・１０月の活動報告写真をパワーポイントにて説明しました。 

 

・その他（金戸） 

利用状況について参照資料を参照していただき説明しました。 

 

・意見交換 

 

馬渕様 

施設において様々なイベントを実施し、利用者の生活にメリハリが生まれていることと、楽しそうな笑

顔も多く見られ、充実した時間を過ごされている印象を持った。 

インフルエンザ等の感染症が流行し始めている状況に言及し、施設内で感染者が発生した場合に

どのような追加的な感染対策を行っているか確認したいとした。 

→会社として感染症マニュアルおよび感染予防マニュアルを整備している。 

感染症発生時の対応例としては全員での食事は中止し、各部屋での食事に切り替える(金戸) 

→冬季の乾燥対策として、暖房使用に伴う湿度低下を考慮して、大きな鍋での炊飯や加湿の工夫

などを行っていることと、利用者の寒さ対策も兼ねて対応中(藤田) 

 

北村様 

現在のグループホームの利用者は 8 名（定員 9 名）であることを確認。 

利用者の状況だけでなく、スタッフの体制が十分かどうかについて質問あり。 

→現在、職員は不足している状況にある。求人活動はハローワークや派遣会社を通じて行っている

が、十分な人材確保には至っていない。介護業界全体で求職者・職員が不足しており、当グループ

ホームも影響を受けている。 

実習生の受け入れなども積極的に行っているが、就職につながるケースは少なく、依然として人手



不足が課題となっている。この人手不足はグループホームに限らず、デイサービス、訪問介護、ケ

アマネジャーなど、すべての事業所で共通の問題である。(金戸) 

→一部職員は不足しているが、退職したスタッフ分は派遣で補充済み。人数は確保されている。不

足している部分は隣のデイサービス職員などのサポートで補って対応している。 

求人・補充の取り組みとして、日本人介護職員の求人活動を継続中だが、地域や業界全体で人手

確保は困難であり、春にミャンマーから 2 名の外国人職員を呼ぶ調整を行い、12 月に来日予定でし

たが、来日時期はお国事情により遅延している。 

不足部分は補助を活用しながら人数確保に努め、外国人職員の来日を待ちながら、現有職員で運

営を安定させている。(鈴木) 

 

田口様 

田原町では老人会で、2 ヶ月に１回程度の転倒防止・予防教育を実施。高齢者が元気に生活できる

よう、体操や散歩など日常的な運動習慣の維持が重要であり、特に冬季は転倒リスクが高く、運動

不足が大きな危険要因。高齢者（90 歳以上）でも取り組める簡単な運動や体操を継続することが必

要。 

→毎日、食事前に DVD などを使って体操を実施。散歩や施設内での移動も含め、日常動作を歩行

訓練や生活リハビリとして活用。トイレやお風呂などの設備も、自分の力で行えるよう設計されてお

り、日々の生活動作が機能訓練につながるよう配慮している。体操や日常活動を通じて、利用者の

運動能力維持や機能向上を図っている。(金戸) 

 

I 様 

食事は手作りで提供されているのか確認したい。デイサービス時代には業者提供の食事が多かっ

たが、現在は職員が手作りしているのか気になっていると利用者に提供される食事の内容や準備

方法について質問。 

→朝食は味噌汁と小鉢 1 品を手作りで提供している。昼食・夕食について、現在は冷凍食品を温め

解凍したり、お水で解凍し、盛り付けて出している。 

特別な日の対応の誕生日などの特別な日は、利用者の希望に応じて好きな料理を手作りで提供。

(藤田) 

→手作り食から冷凍食への変更、以前はすべて手作りで調理していたが、約 3 か月前から施設向

けの冷凍食品を導入。冷凍食品は 3 日ごとに発注・配送され、盛り付けて提供している。導入の背

景は、調理にかかる時間や人手不足への対応、業務効率化のため。ご飯と味噌汁は手作りで提供。

冷凍食品は高齢者向けに味付け・カロリー管理されており、利用者から好評。盛り付けや調理の効

率化により、職員が利用者への関わりに時間を割けるようになった。(鈴木) 

 

外部評価について 

毎年 1 回、鈴の家の外部評価を実施予定（来年 1 月）。ご家族向けに、滋賀県社会福祉会からアン

ケートが送付される予定。アンケート回答は事務担当から社会福祉会に送付する。 

実地調査は来年 1 月 23 日頃に予定されており、運営推進会議の直前に実施されるので、評価結果

の報告は 3 月に行われる見込み。(金戸) 

 

 

次回の開催日の確認 令和８年 １月２５日１０：００～開催予定 

☆ご家族はそのまま面会をされていました。 

以上 


